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平
成
28
年
は
、
歌
人
・
吉
井

勇
の
生
誕
130
周
年
に
当
た
る
年

で
す
。

　

吉
井
勇
は
生
涯
を
通
し
て
短

歌
を
愛
し
、
数
多
く
の
作
品
を

残
し
ま
し
た
。
ま
た
、
短
歌
の

み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
戯
曲
や
小

説
な
ど
幅
広
い
分
野
で
活
躍
し

　

吉
井
勇
生
誕
130
周
年
記
念
『
吉
井
勇
の
生
涯
』
開
催

　

 

■
問
い
合
わ
せ
先　

吉
井
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記
念
館　
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２
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ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
初
期
か
ら
晩
年

ま
で
の
直
筆
作
品
や
書
籍
を
通

し
て
、
吉
井
勇
の
生
涯
を
辿
り

ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
期
間
】
３
月
23
日
（
水
）
～

７
月
24
日
（
日
）
ま
で

〔
解
説
〕

『
酒
ほ
が
ひ
』
と
は
酒
宴
を
し

て
祝
う
こ
と
で
、
吉
井
勇
の
第

一
歌
集
で
す
。
装
丁
は
高
村
光

太
郎
、
口
絵
は
木
下
杢
太
郎
が

手
掛
け
て
お
り
、
青
春
の
哀
歓

『
酒
ほ
が
ひ
』―

後
の
戀―

よ
り
抜
粋

を
詠
ん
だ
作
品
が
多
く
収
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
当
時
勇
は
与
謝

野
寛
（
鉄
幹
）
の
主
宰
す
る
新

詩
社
に
加
盟
し
、
明
星
や
ス
バ

ル
と
い
っ
た
雑
誌
に
作
品
を
発

表
し
て
名
声
を
高
め
ま
し
た
。

　

吉
井
勇
作
品
紹
介　

～
酒
ほ
が
ひ
～

君
に
ち
か
ふ
阿
蘇
の
け
む
り
の
絶
ゆ
る
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　

萬
葉
集
の
歌
ほ
ろ
ぶ
と
も

君
見
ず
と
か
た
く
誓
ひ
て
來
し
も
の
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
の
狂
ほ
し
や
ま
た
君
を
見
る

ま
ん
よ
う
し
ゅ
う

砂
ま
く
ら
君
を
思
ひ
て
か
な
し
み
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
海
原
は
な
ほ
も
か
は
ら
ぬ

第
13
回
吉
井
勇
顕
彰
短
歌
大
会

第
13
回
吉
井
勇
顕
彰
短
歌
大
会

漂
泊
の
歌
人
吉
井
勇
の
功
績
を
顕
彰
す
る
た
め
の
短
歌
大
会
が

開
催
さ
れ
、
全
国
各
地
か
ら
、
一
般
91
名
・
177
首
、
学
生
722

名
・
722
首
の
投
稿
が
あ
り
ま
し
た
。
表
彰
式
と
記
念
講
演
会
は
３

月
12
日
（
土
）
、
香
北
町
の
猪
野
々
集
会
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

香
美
市
立
美
術
館
で
は
、
高

﨑
元
尚
展 

－

誰
も
や
ら
な
い
こ

と
を
や
る

－

を
開
催
し
ま
す
。 

　

高
﨑
元
尚
は
大
正
12
年
に
香

北
町
に
生
ま
れ
、
東
京
美
術
学

校
（
現
在
の
東
京
藝
術
大
学
）

で
学
び
ま
し
た
。
高
知
に
戻
っ

て
美
術
教
員
と
し
て
勤
務
し
な

が
ら
、
定
年
ま
で
長
く
後
進
の

指
導
に
当
た
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
間
、
自
身
の
作
家
活
動
に

も
力
を
入
れ
、
多
く
の
成
果
を

上
げ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
32
年
に
モ
ダ
ン
ア
ー
ト

協
会
の
会
員
と
な
り
、
初
期
の

代
表
作
で
あ
る
、
朱
と
緑
の
２

色
で
画
面
を
構
成
す
る
抽
象
画

を
つ
く
り
上
げ
ま
し
た
。

　

高
知
県
展
で
は
、
昭
和
33
年

に
洋
画
と
写
真
の
両
部
門
で
ダ

ブ
ル
特
選
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
44
年
に
洋
画
部
門

か
ら
立
体
作
品
部
門
が
独
立
し

た
際
に
は
、
立
体
作
品
部
門
の

審
査
員
を
務
め
る
な
ど
、
若
手

の
前
衛
的
な
活
動
を
支
え
て
き

ま
し
た
。

　

昭
和
40
年
に
、
ア

メ
リ
カ
で
『
第
１
回

ジ
ャ
パ
ン･

ア
ー
ト･

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』

が
開
催
さ
れ
、
高
﨑

の
装
置
と
い
う
作
品

が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
小
さ
く
裁

断
し
た
キ
ャ
ン
バ
ス

の
端
が
自
然
に
め
く

れ
て
き
た
も
の
を
画

面
全
体
に
貼
り
付
け

た
作
品
で
、
高
﨑
の

代
表
作
と
い
え
る
も

香
美
市
立
美
術
館

ア
ー
ト
の
窓

ア
ー
ト
の
窓

の
で
す
。

　

こ
の
展
示
会
で
高
﨑
は
具
体

美
術
協
会
と
出
会
い
、
即
入
会
。

メ
ン
バ
ー
の
一
員
と
し
て
活
躍

し
ま
し
た
。

　

昭
和
47
年
に
具
体
美
術
協
会

が
解
散
し
た
後
も
国
際
的
に
高

い
評
価
が
続
い
て
い
て
、
近
年

で
は
、
平
成
25
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
グ
ッ
ゲ
ン
ハ
イ
ム
美
術

館
で
開
催
さ
れ
た
『
具
体

：

素

晴
ら
し
い
遊
び
場
』
に
、
装
置

が
招
待
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
93
歳
に
な
る
前
衛
美
術

家
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
、
ぜ

ひ
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
見

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

（
館
長
・
都
築
房
子
）

香美市合併１０周年記念事業

果

上
げ
て
い
ま
す
。

香美市合併１０周年記念事業

高﨑元尚展
－ 誰もやらないことをやる －

４月９日（土）～６月１２日（日）

▲マンボウ／高﨑元尚

休館日／毎週月曜日

【
受
賞
作
品　

一
般
の
部
】

吉
井
勇
大
賞　
　

百
科
辞
典
数
さ
つ
づ
つ
を
束
ね
た
り
ひ
と
つ
息
し
て
古
紙
に
重
ね
る 

茨
城
県
鹿
嶋
市　

栗
崎
國
一
郎

吉

井

勇

賞　
　

形
見
に
は
も
ら
へ
ぬ
母
の
手
の
温
み
九
十
五
歳
の
手
の
爪
を
つ
む 

高
知
県
須
崎
市　

徳
永
逸
夫

玉
井
清
弘
賞　
　

地
吹
雪
に
半
分
埋
も
る
農
道
を
雪
煙
あ
げ
集
乳
車
来
ぬ 

北
海
道
札
幌
市　

藤
林
正
則

井
上
佳
香
賞　
　

後
悔
を
す
る
な
ら
や
め
よ
と
君
言
ひ
し
わ
れ
の
心
を
つ
か
み
し
後
に 

香
川
県
丸
亀
市　

吉
田
栄
子

佳　
　
　

作　
　

秋
の
陽
が
水
面
に
お
ど
る
仁
淀
川
汽
水
ゆ
た
か
に
大
海
に
入
る 

 

高
知
県
高
知
市　

山
脇
志
津

　
　
　
　
　
　
　

食
事
介
助
す
る
方
さ
れ
る
方
の
口
「
一
」
「
二
ぃ
」
「
あ
ー
ん
」
で
同
じ
格
好 

和
歌
山
県
和
歌
山
市　

松
田
容
展

　
　
　
　
　
　
　

対
岸
に
立
つ
人
た
ち
の
唇
が
お
や
す
み
な
さ
い
の
形
に
動
く 

 

福
岡
県
福
岡
市　

竹
中
優
子

【
受
賞
作
品　

中
高
生
の
部
】

吉
井
勇
大
賞　
　

猪
を
吊
し
て
解
体
息
を
飲
む
見
つ
め
る
内
臓
生
き
た
裏
側 

香
川
県
石
田
高
校
三
年　

長
川
裕
汰

吉

井

勇

賞　
　

緊
張
と
高
ま
る
鼓
動
打
ち
消
す
は
日
々
の
練
習
汚
れ
た
バ
ッ
シ
ュ 

高
知
県
立
安
芸
中
二
年　

足
達
海
音

玉
井
清
弘
賞　
　

折
紙
中
し
わ
く
ち
ゃ
の
祖
母
の
手
が
つ
く
る
二
羽
の
鶴
の
尾
天
を
指
し
て
る 

長
野
県
松
本
県
ヶ
丘
高
校
二
年　

中
野
里
菜

井
上
佳
香
賞　
　

母
豚
の
役
目
を
終
え
て
肉
に
な
る
命
の
意
味
を
知
っ
た
実
習 

香
川
県
石
田
高
校
二
年　

六
車
尊
法

佳　
　
　

作　
　

日
曜
日
言
葉
無
く
し
た
父
に
会
う
握
っ
た
私
の
手
を
放
さ
な
い 

長
野
県
松
本
県
ヶ
丘
高
校
二
年　

中
田
政
宗

　
　
　
　
　
　
　

帰
り
道
星
空
眺
め
て
呟
い
た
こ
こ
に
小
さ
な
私
も
い
る
と 

長
野
県
松
本
県
ヶ
丘
高
校
二
年　

上
條
隼
輔

　
　
　
　
　
　
　

ま
た
今
日
も
真
夏
の
空
に
伸
び
て
ゆ
く
き
ゅ
う
り
に
背
丈
を
追
い
越
さ
れ
た
日 

兵
庫
県
農
業
高
校
一
年　

奥
野
華
穂

【
受
賞
作
品　

小
学
生
の
部
】

吉
井
勇
大
賞　
　

本
開
き
話
の
中
に
入
っ
て
い
く
本
閉
じ
る
ま
で
不
思
議
な
世
界 

 

高
知
県
山
田
小
五
年　

瀬
尾
夏
純

吉

井

勇

賞　
　

ま
っ
か
だ
な
夕
焼
け
雲
や
ひ
が
ん
花
ま
っ
か
な
秋
に
た
ず
ね
て
ま
わ
る 

高
知
県
山
田
小
五
年　

武
田
蘭
琉

玉
井
清
弘
賞　
　

ピ
ア
ノ
ひ
く
朝
は
か
え
る
が
き
い
て
て
ね
夜
は
三
日
月
き
い
て
い
た
ん
だ 

群
馬
県
中
郷
小
四
年　

片
野
繁
奈

井
上
佳
香
賞　
　

学
校
へ
友
達
つ
れ
て
行
く
道
に
今
年
は
霜
が
降
り
て
い
な
い
な 

高
知
県
大
宮
小
六
年　

小
松
ひ
な
た

佳　
　
　

作　
　

ク
マ
モ
ン
は
夏
に
は
プ
ー
ル
入
り
ま
す
着
ぐ
る
み
の
中
な
ぞ
だ
ら
け
だ
な 

高
知
県
山
田
小
五
年　

宅
間
琉
陽

　
　
　
　
　
　
　

く
さ
も
み
じ
に
ら
を
か
る
音
リ
ズ
ム
よ
く
ザ
ッ
ク
ザ
ッ
ク
と
み
る
み
る
山
に 

高
知
県
舟
入
小
六
年　

佐
々
木
梨

　
　
　
　
　
　
　

と
う
め
い
の
か
ん
か
ん
音
を
ひ
び
か
せ
る
つ
ら
ら
も
冬
の
楽
器
と
な
る
よ 

高
知
県
楠
目
小
五
年　

藤
田
陽
香

い
ち

に


